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～今月の表紙～

くにみももたん広場の入場者
が 10 万人を達成しました。
これからも、くにみももたん
広場で元気にたくさん遊んで
ください。

【問い合わせ：歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】

　寛文 4 年（1664）頃から、旧徳江村（大字徳江）の阿武隈川には、徳江河岸と言われる船着場や寄倉があり、村々
からの年貢米が舟積みされ、江戸浅草の幕府倉庫まで運ばれていました。
　阿武隈川の舟運は、大量輸送の手段として大きな役割を果たしてきましたが、明治 20 年に鉄道が開通すると急速に
衰退しました。その後、徳江河岸は『徳江の渡し』へと姿を変え、昭和 51 年に廃止されるまで対岸への交通手段とし
て多くの人々に利用されました。

阿武隈川「徳江の渡し舟」（国見町大字徳江地内）

『
国
見
の
た
か
ら
も
の
』
No.
28

義経まつりスケジュール

義経公争奪！静かなる戦い。
　静御前は、当日行うゲームで決定しま
す。熱戦を繰り広げるみなさんに温かい
声援をお願いします。
・予　　選　　「絵心」クイズ
・敗者復活戦　「国見バーガー」早食い
・決　　勝　　
　「たたいて かぶって じゃんけんぽん」

義経公行列のコースが変わります
　武蔵坊弁慶、佐藤継信・忠信兄弟が率いる警護の一行は
隊列を整え出立し、鹿島神社で参拝する源義経公と静御前
をお迎えに上がります。
　源義経公らが鹿島神社境内から登場し、総勢約 100 人
の「義経公行列」が始まります。源義経公は騎馬、静御前
は輿車で旧藤田宿を練り歩き、途中、藤田商店街特設ステー
ジで待ち受ける侍大将に口上を述べます。
　源義経公一行は、観月台文化センター特設ステージまで
威風堂々と行進します。

　　　　藤田商店街特設会場　　　　　　観月台文化センター特設会場　　　　  奥山家住宅
　　　　　藤田宿グルメ街道　　　　　　　　　　　観月台わくドキ広場　　　　　

10:30 ～　開祭式・オープニングセレモニー
10:45 ～　国見小鼓笛隊演奏（国見郵便局⇒藤田商店街⇒文化センター）
11:00 ～　義経公争奪！静かなる戦い。
12:00 ～　エージェットスーパームーン（バンド演奏）
12:30 ～　Craps（チアダンス）
13:00 ～　国見よさこい
14:15 ～　源義経公・静御前出演あいさつ

14:30 ～　義経公行列（鹿島神社⇒藤田商店街⇒文化センター）

11:15 ～　くにみ幼稚園年長組お遊戯
11:45 ～　「ふたり」ライブ
12:30 ～　チームキビタン（キビタン体操）
13:00 ～　県北中吹奏楽部
13:30 ～　国見フラクラブ

15:20 ～　佐野岳トークショー
15:45 ～　閉祭式・まちづくり宣言

○奥山家住宅「洋館」
　一般公開
○文化財案内ブース
○コードＫ
　（リアル宝探し）

○ふわふわ遊具
○あつかし山の合戦
　（チャンバラ）

文化センター体育館

「観月台わくドキ広場」には、カフェスペースの
ほか、バルーンアート体験＆ジャグリング体験、
レクリエーションコーナーも開設します。
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おいしいモモを

　

国
見
町
で
は
、
今
年
も
町
特

産
の
モ
モ
を
全
国
各
地
で
Ｐ
Ｒ

し
ま
し
た
。

　

太
田
久
雄
町
長
を
は
じ
め
、

生
産
者
や
国
見
ジ
ュ
ニ
ア
応
援

団
、
国
見
町
地
域
お
こ
し
協
力

隊
、
ミ
ス
ピ
ー
チ
が
参
加
し
、

東
京
や
北
海
道
、
岩
手
県
平
泉

町
、
岐
阜
県
池
田
町
、
大
阪
府

吹
田
市
な
ど
各
地
で
町
特
産
品

の
Ｐ
Ｒ
と
原
発
事
故
に
よ
る
風

評
払
拭
の
た
め
、モ
モ
の
試
食
・

販
売
・
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

各
会
場
に
は
、
国
見
の
モ
モ

を
買
い
求
め
よ
う
と
多
数
の
来

場
者
が
訪
れ
ま
し
た
。
来
場
者

か
ら
は
「
今
年
も
来
る
の
を
楽

し
み
に
待
っ
て
い
た
よ
」「
国

見
町
の
モ
モ
は
お
い
し
い
ね
」

と
言
っ
た
声
が
聞
か
れ
、
全
て

の
会
場
で
用
意
し
て
い
た
モ
モ

が
完
売
し
て
し
ま
う
ほ
ど
人
気

で
し
た
。

　

今
後
も
モ
モ
な
ど
、
町
の
特

産
品
を
各
地
で
Ｐ
Ｒ
し
、
併
せ

て
風
評
払
拭
の
取
り
組
み
を
す

す
め
て
い
き
ま
す
。

全国各地でＰＲ

①

②

③④⑤

⑦

⑧⑨

⑥

今年
も

国見
の

①国見サービスエリアでのモモ
初出荷 PR　②大阪府吹田市東山
田地区納涼祭　③上野台仮設住
宅モモ贈呈　④岩手県平泉町交
流事業　⑤北海道ニセコ町交流
事業　⑥⑦⑧北海道庁、札幌市
役所、福島県北海道事務所　⑨
日本橋ふくしま館 MIDETTE トッ
プセールス　⑩東京都羽村市は
むら夏まつり　⑪茨城県茂木町
道の駅「もてぎ」　⑫⑬岐阜県池
田町池田温泉夏まつり

⑪ ⑫

⑬

⑩
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国
見
町
『
初
』
の
試
み

　

金
曜
日
の
午
前
10
時
と
い
え

ば
？　

み
な
さ
ん
す
っ
か
り
お

な
じ
み
で
す
よ
ね
。「
国
見
町

ラ
ヂ
オ
課
も
も
た
ん
Ｆ
Ｍ
」
で

す
。
国
見
町
の
情
報
を
県
内
全

域
に
放
送
し
て
い
る
、
ふ
く
し

ま
Ｆ
Ｍ
の
ラ
ジ
オ
番
組
で
す
。

町
内
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
取
材

し
て
い
る
も
も
た
ん
Ｆ
Ｍ
ス

タ
ッ
フ
を
見
か
け
た
方
や
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
こ
と
が
あ

る
と
い
う
方
も
い
る
と
思
い
ま

す
。

　

も
も
た
ん
Ｆ
Ｍ
は
震
災
後
、

国
見
町
の
元
気
を
取
り
戻
す
た

め
、
町
の
魅
力
を
ラ
ジ
オ
を
通

し
て
町
内
外
へ
広
く
発
信
し
よ

う
と
始
ま
り
ま
し
た
。
国
見
町

だ
け
の
話
題
を
取
り
上
げ
、
生

放
送
で
毎
週
55
分
間
の
番
組
と

す
る
こ
と
、
役
場
内
の
サ
テ
ラ

イ
ト
ス
タ
ジ
オ
で
放
送
す
る
こ

と
な
ど
、
他
に
例
を
見
な
い
ス

タ
イ
ル
で
放
送
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　

第
1
回
目
が
放
送
さ
れ
た
平

成
24
年
5
月
25
日
か
ら
4
年
が

経
過
し
、
放
送
回
数
は
こ
れ
ま

で
２
２
０
回
を
超
え
て
い
ま
す

（
8
月
末
時
点
）。
番
組
に
は
多

く
の
町
民
の
み
な
さ
ん
に
も
出

演
い
た
だ
き
、
町
か
ら
の
一
方

的
な
お
知
ら
せ
で
は
な
く
、
町

民
参
加
型
で
情
報
発
信
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
で
は
、

町
の
情
報
を
発
信
す
る
ツ
ー
ル

と
し
て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い

存
在
に
成
長
し
ま
し
た
。

身
近
な
場
所
か
ら
の
情
報
発
信

　

こ
れ
ま
で
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
の
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ

で
放
送
し
て
き
ま
し
た
が
、
6

月
か
ら
役
場
庁
舎
1
階
の
ア
カ

マ
ツ
の
広
場
に
ス
タ
ジ
オ
を
移

し
、
放
送
し
て
い
ま
す
。
町
民

の
み
な
さ
ん
に
よ
り
近
い
場
所

で
放
送
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
普
段
な
か
な
か
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
、
ラ
ジ
オ
放
送

の
様
子
を
見
学
で
き
ま
す
の

で
、
毎
週
金
曜
日
午
前
10
時
に

サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ
へ
お
い

で
く
だ
さ
い
。

　

今
回
は
、
番
組
制
作
の
裏
側

を
密
着
取
材
し
ま
し
た
。
番
組

の
裏
側
を
知
り
、
今
ま
で
以
上

に
も
も
た
ん
Ｆ
Ｍ
に
親
し
ん
で

く
だ
さ
い
。

国見町のラジオ番組「ももたんＦＭ」
役場庁舎のサテライトスタジオから町の旬な情報を発信しています。
身近な場所から身近な情報を
町内外のみなさんの耳へ広くお届けします。

国見町ラヂオ課ももたんＦＭ
特集・ももたん FMの裏側を大公開

ももたん FM が

　　できるまで

スタート！

①企画会議

　ももたん FM スタッフと町担当者が、放送内容

や取材スケジュールについて打ち合わせをしま

す。また、番組に届いたメッセージを確認しな

がら、次回以降の番組がより良いものとなるよ

う放送内容を振り返ります。

②取材
　FM スタッフ

が ま ち な か に

繰 り 出 し 取 材

③編集作業
　 取 材 で 収 録

し た 音 源 を 放

送 時 間 に 合 わ

せ て、 長 さ を

調 整 し、 編 集

します。

④リハーサル
　サテライトスタジオでリハーサル

を行います。パーソナリティの佐藤

成美さんが台本を読み進めながら、

放送内容や原稿を読むスピードなど

を 確 認 し ま

す。 リ ハ ー

　本番スタート !!　役場庁舎から県内全域へ国見

町の情報を生放送でお届けします！

⑥生放送スタート
ON 

AIR
!

⑤最終リハーサル
　毎週金曜日の朝には、本番前の

リハーサルが行われます。生放送

に向けて、番組の流れを最終確
認。生放送直前の緊張感が漂いま

す…。

開始 !!　町民のみなさんやイ

ベントへ来場した人へインタ

ビューを行います。スタッフ

が体を張って自ら体験したレ

ポートを報告することも。

サルは水曜日です（変更になること

も。町へ問い合わせを！）。
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番組制作スタッフを紹介

佐藤 成美さん

ももたん FM パーソナリティ

Profile　さとうなるみ
1987 年 8 月 28 日生まれ。国見町出身。大
学卒業後、北海道などでテレビリポーターを
務める。2014 年 4 月から「国見町ラヂオ課
ももたん FM」の 2 代目パーソナリティとし
て活躍。趣味はスポーツ。

国見町出身の私でも
まだまだ知らない町の魅力が
たくさんあります。

―成美さんがももたん FM の 2 代目
パーソナリティに就任されてから 2 年
が経過しましたが、これまでを振り
返ってみてどうですか？
　1 年目は、初めてのラジオパーソナ
リティでわからないことだらけで、正
直つらかったです。2 年目からは慣れ
てきたので以前よりは落ち着いてでき
るようになりました。

―成美さんは国見町出身ですが、もも
たん FM パーソナリティを務めている
ことについて感想を教えてください。
　生まれ育った場所なので、国見町の
ことはだいたい知っていると思ってい
ましたが、まだまだ知らないことがた
くさんあり、驚いています。新しい人
との出会いもあり、楽しく取材してい
ます。

―取材を通して発見した国見町の魅力はありまし
たか？
　町民のみなさんが温かく優しいこと、美味しい
食べ物がたくさんあること、楽しいイベントがた
くさんあることが魅力的だと思います。

―最後に町民やリスナーのみなさんへ一言お願い
します。
　ももたん FM は、みなさんのおかげで 5 年目を
迎えることができました。いつまでも初心を忘れ
ずに国見町の魅力を伝えていきますのでこれから
も、ももたん FM をよろしくお願いします！

企画から O.A. まで番組制作にかかわるプロフェッショナルなメンバーを紹介します。
ミキサー

―ももたん FM での役割を教えてください。
　番組の全体的な構成や原稿を作成しています。
取材のリポーターを担当したり、編集作業を担当
しています。

―橋本さんは番組開始当初からスタッフとして関
わっていますが、今までで最も印象に残っている
出来事はなんですか？　
　いろいろありすぎて、一番が決められないくら
い思い出がたくさんあります（笑）。

―リポーターとしても取材に取り組まれています
が、収録を通して知った国見町の良いところはど
んなところですか？
　国見町の魅力は、とにかく美味しいものがたく
さんあるところです！　そして、町民のみなさん
が優しいところもとても魅力的だと思っています。

―みなさんへ一言お願いします。
　ももたん FM の制作に携わることで、私自身が
たくさんのことを学ばせてもらっています。これ
からもさまざまなことを学びながら、国見町のス
テキな情報をみなさんにお届けできるように頑張
りますので、よろしくお願いします。

―ももたん FM での役割を教えてください。
　主に番組内で流す音源の収録や編集を行ってい
ます。生放送中はミキサーという音響機器を操作
しています。

―鈴木さんがももたん FM スタッフになって 3 年
が経過しましたが、今までで最も印象に残ってい
る出来事は何ですか？
　いろいろあって悩みますが、町職員の安藤充輝
さんに出演してもらい作った「ももたん FM 劇場」
が印象に残っています。通常の編集とは異なり、
たくさんの効果音を使用しました。編集に 1 カ月
ほどかかり苦労しましたが、ラジオの可能性を勉
強させてもらいました。効果音一つで過去にも未
来にも宇宙にも行けるのがラジオの醍醐味だと感
じています。次回の劇場ではどこに行けるのか今
から楽しみです。

―みなさんへ一言お願いします。
　スタジオが観月台文化センターから役場の 1 階
へ移動しました。新しいスタジオはとても開放的
でリスナーさんとの距離も近いです。みなさんお
気軽に遊びに来てください。番組への感想なども
お待ちしています！

橋本 志津子さん

ディレクター

― も も た ん FM に
新メンバーが加入
しました。自己紹介をお願いします。
　福島市出身の石川隼です。7 月からももたん FM
のアシスタントディレクターとして、番組スタッ
フの補助をしています。まだ未熟者ですが、一生
懸命頑張ります！！

鈴木 敬二さん

石川 隼さん

アシスタントディレクター

新
メンバー

リスナーの声
大和田 健智さん

毎週金曜日に楽しく聞いています。
生放送に出演をしたことがありますが、あの緊
張の中、毎週放送をするのは大変だと実感しま
した。成美さんをはじめとするスタッフの熱い
気持ちで番組を制作し、これからも国見町を盛
り上げてください。

特集・ももたん FM の裏側を大公開
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ももたん FM スタッフが番組内の企画で育てたモモの木

国
見
町
の
復
旧
・
復
興
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
も
も
た
ん
Ｆ
Ｍ
。

町
民
の
み
な
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

好
奇
心
い
っ
ぱ
い
の
ス
タ
ッ
フ
が

町
の
元
気
を
広
く
発
信
し
て
い
ま
す
。

サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ
に
は
町
外
か
ら
も

足
を
運
ん
で
く
だ
さ
る
リ
ス
ナ
ー
も
増
え
、

も
も
た
ん
Ｆ
Ｍ
を
通
し
た
つ
な
が
り
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

も
も
た
ん
Ｆ
Ｍ
は
「
人
」
と
「
ま
ち
」
を
つ
な
ぐ
手
段
と
し
て
、

た
く
さ
ん
の
人
に
愛
さ
れ
る
番
組
を
目
指
し
、

こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

番組ではみなさんからのメッセージを募集しています。
　メールアドレス：kunimi@fmf.co.jp
　FAX：585-5056
ふくしま FM のホームページ「リクエスト・メッセージフォーム」からもメッセージを
送信できます。

ももたんＦＭ
ももたん FM フェイスブックページでは取材レポート
やメッセージテーマなど番組の情報をお知らせしてい
ます。みなさんからの「いいね！」やコメントをお待
ちしています。

特集・ももたん FM の裏側を大公開
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ご
み
の
分
別
は

　

で
き
て
い
ま
す
か
？

私たちの生活と切り離せないものが、毎日出るごみ。
多くのみなさんはきちんとルールを守って出していますが、
ごく一部の方のモラルの欠如によってごみが散乱し、地域の
みなさんに迷惑をかけています。
今回は町内の環境衛生の向上に努めている生活環境推進員の
吉田繁さんに、ごみ出しのルールとマナーについてお伺いし
ました。

Ｑ
：
こ
れ
ま
で
生
活
環
境
推
進

員
を
務
め
て
こ
ら
れ
て
、
ご
み

出
し
の
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
に
つ

い
て
何
か
感
じ
た
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
？

Ａ
：
ご
み
の
分
別
に
つ
い
て
最

近
は
大
分
良
く
な
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
正
し
く
分
別
さ
れ
て

い
な
い
も
の
を
時
々
見
か
け
ま

す
。

　

び
ん
は
「
無
色
・
茶
色
・
そ

の
他
」
の
「
３
色
分
別
」
に
し

て
出
し
ま
す
が
、
ど
の
色
か
分

か
ら
な
い
時
は
「
び
ん
の
口
元

の
色
」で
分
別
し
ま
す
。ス
チ
ー

ル
缶
な
ど
は
資
源
専
用
袋
で
は

な
く
指
定
コ
ン
テ
ナ
で
出
し
て

く
だ
さ
い
。
回
収
袋
に
入
っ
た

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
中
に
ラ
ベ
ル

が
剥
が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

り
、
キ
ャ
ッ
プ
が
つ
い
た
ま
ま

の
も
の
が
混
ざ
っ
て
い
る
と
回

収
さ
れ
な
い
の
で
注
意
が
必
要

で
す
ね
。

　

ま
た
、ご
み
を
出
す
際
に
は
、

ご
み
袋
に
き
ち
ん
と
名
前
を
書

い
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
こ
と
は

6
月
に
開
催
し
た
役
員
会
で
も

議
題
に
あ
が
り
ま
し
た
。
き
ち

ん
と
ご
み
を
分
別
し
、
自
分
の

出
し
た
ご
み
に
責
任
を
持
つ
た

め
に
も
名
前
を
書
い
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

吉
よ し だ

田　繁
しげる

さん

山崎小舘町内会
国見町生活環境推進員協議会会長

【3R 活動】

Ｑ
：「
ご
み
の
分
別
が
複
雑
で

難
し
い
」
と
い
う
意
見
が
町
に

寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
す
が
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
ど
う
お

考
え
で
す
か
？

Ａ
：
今
は
「
み
ん
な
で
３
Ｒ
活

動
を
推
進
し
よ
う
」
と
い
う
時

代
で
す
。
３
Ｒ
活
動
推
進
の
た

め
に
も
、
ご
み
は
正
し
く
分
別

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。
ご
み
を
出
す
前
に
再
度

「
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
」
や
「
家

庭
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
見
て
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
分

別
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
場
合

に
は
各
地
区
の
生
活
環
境
推
進

員
や
住
民
生
活
課
へ
電
話
な
ど

で
相
談
く
だ
さ
い
。

Ｑ
：
分
別
が
不
十
分
で
回
収
さ

れ
な
か
っ
た
ご
み
袋
が
、
し
ば

ら
く
の
間
ご
み
置
場
に
放
置
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
？

Ａ
：
生
活
環
境
推
進
員
と
し
て

活
動
し
て
い
る
お
か
げ
で
、
ど

こ
に
行
っ
て
も
「
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
に
目
が
行
き
ま
す
。

放
置
さ
れ
て
い
る
ご
み
袋
を
見

か
け
る
と
、
こ
こ
の
生
活
環
境

推
進
員
も「
苦
労
し
て
い
る
な
」

と
感
じ
ま
す
。

　

私
の
場
合
は
一
定
の
期
間
放

置
し
、
ご
み
を
出
し
た
人
に

持
っ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

Ｑ
：
ご
自
身
が
ご
み
を
出
す
際

に
何
か
気
を
付
け
て
い
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
：
ご
み
の
分
別
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
ご
み
減
量
化
の
た
め

に
生
ご
み
の
堆
肥
化
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
み
は
回
収
日
当
日

の
朝
に
出
す
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
当
町
内
会
で
は
月
曜
日
の

回
収
に
対
し
て
金
曜
日
の
夕
方

か
ら
ご
み
を
出
す
人
が
い
て
、

猫
や
カ
ラ
ス
に
荒
ら
さ
れ
、
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
汚
れ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
回

収
日
よ
り
前
に
出
さ
な
い
よ
う

に
注
意
喚
起
の
看
板
を
取
り
付

け
る
な
ど
対
策
を
と
っ
た
と
こ

ろ
、
以
前
よ
り
は
良
く
な
り
ま

し
た
。　

　

３
Ｒ
活
動
を
推
進
し
、
ご
み

の
減
量
化
に
向
け
て
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●正しく分別して出しましょう
　分別することで、ごみの減量化・資源の再利用
ができます。分別方法は「ごみカレンダー」か「家
庭ごみの分け方・出し方ハンドブック」を参考に
してください。これらをお持ちでない方は、役場
住民生活課で準備していますので連絡ください。
※びんの分別について
①キャップを外してください。
　プラスチックキャップ→プラスチック容器包装へ
　その他のキャップ→もやせないごみへ
②中を水ですすぎ、水を切ってください。
③ 3 色（無色、茶色、その他）に分別し、資源専
　用袋に入れてください。
　びんの色は口元で判断してください。

●決められた収集日の当日に、午前 8 時までに出
　しましょう
　ごみは種類ごとに収集日が決められていますの
で、ごみカレンダーを確認して出しましょう。また、
前日の夜などに出す人がいますが、ごみが散乱す
る原因にもなりますので、収集日当日に出しましょ
う（収集車の運行時間は一定ではありませんので
遅く出すと収集されない場合もあります）。

●ごみ袋には氏名を書きましょう
　排出者に正しく分別してもらうためのルールで
す。ご協力ください。

※小型家電の回収を行っています※
　国見町では家庭で使わなくなった小型家電を回
収し、リサイクルに取り組んでいます。

【回収できるもの】
　　　　　携帯電話　　　　　　　　　電話機
　　　　　スマートフォン　　　　　　FAX

　　　　　デジタルカメラ　　　　　　ノート PC
　　　　　ビデオカメラ　　　　　　　タブレット
　　　　　
　　　　　映像用機器　　　　　　　　ゲーム機
　　　　　ビデオデッキなど　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

【回収ボックス設置箇所】国見町役場、観月台文化
センターなど。回収ボックスに入らない小型家電
は特別回収日に回収します。回収日は広報くにみ
お知らせ版などで確認ください。
◆問い合わせ　
　住民生活課住民防災係　☎ 585-2116

ごみ出しのルールとマナー
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食
育
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
桜
の
聖
母
短
大
生
考
案
『
モ
モ
ス
イ
ー
ツ
』
発
表
会

　

桜
の
聖
母
短
大
生
が
今
年
も
モ
モ

の
ス
イ
ー
ツ
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

7
月
29
日
、
預
か
り
保
育
の
園
児
に

試
作
品
の
発
表
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

発
表
会
で
は
短
大
生
が
考
案
し
た

ス
イ
ー
ツ
4
品
を
園
児
が
試
食
し
、

お
い
し
か
っ
た
も
の
に
投
票
し
ま
し

た
。
園
児
た
ち
の
一
番
の
お
気
に
入

り
は
モ
モ
の
ム
ー
ス
「
も
も
む
ぅ
」

で
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
ス
イ
ー
ツ
は
、
専
門
家

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
国
見
ま
ち
づ

く
り
株
式
会
社
が
商
品
化
を
検
討
し

ま
す
。

演
歌
歌
手
・
市
川
由
紀
乃
さ
ん
へ

　
国
見
町
応
援
大
使
を
委
嘱

　

国
見
町
は
演
歌
歌
手
の
市
川
由
紀

乃
さ
ん
へ
国
見
町
応
援
大
使
を
委
嘱

し
ま
し
た
。

　

委
嘱
状
交
付
式
は
7
月
30
日
、
東

京
都
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
交
付
式

で
は
、
太
田
久
雄
町
長
か
ら
市
川
さ

ん
へ
委
嘱
状
、オ
リ
ジ
ナ
ル
の
名
刺
、

法
被
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
太
田
町

長
は
「
震
災
以
降
、
国
見
町
を
応
援

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
川
さ
ん
の
歌
声
で
た
く
さ
ん

の
町
民
が
励
ま
さ
れ
ま
し
た
」
と
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
市
川
さ

ん
は
「
応
援
大
使
に
任
命
し
て
い
た

シ

★
も
も
む
ぅ
★

ぴ
ー

ち

フォンさんど

サ
ク
ッ
とももしゅー

はっぴーちぜ
り
ー

お気に入りのスイーツは？

だ
き
大
変
光
栄
で
す
。
国
見
町

の
魅
力
を
全
国
で
Ｐ
Ｒ
し
、
国

見
町
の
み
な
さ
ん
と″
心
か
さ

ね
て
〟
い
き
た
い
で
す
」
と
新

曲
「
心
か
さ
ね
て
」
に
か
け
て

抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

市
川
さ
ん
は
町
民
の
心
の
復

興
を
願
い
、
一
昨
年
、
昨
年
と

国
見
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
（
舟
山

恵
美
子
会
長
）
主
催
で
国
見
町

で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
て
き

ま
し
た
。

　

市
川
さ
ん
は
10
月
9
日
に
観

月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

る
「
く
に
み
演
歌
ま
つ
り
」
に

出
演
し
ま
す
。
応
援
大
使
に
就

任
し
た
市
川
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ

を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
「
第
10
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
軟

式
野
球
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

国
見
町
チ
ー
ム
は
8
月
21
日
、
観

月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
結
団
式
を
行

い
ま
し
た
。

オ
ー
ル
国
見
で
初
戦
突
破
へ

　
市
町
村
対
抗
野
球
大
会
国
見
町
チ
ー
ム
結
団
式

　

初
戦
は
9
月
17
日
に
、
し
ら
さ
わ

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
野
球
場
で
中
島
村

と
対
戦
し
ま
す
。

　

み
ん
な
で
国
見
町
チ
ー
ム
を
応
援

し
ま
し
ょ
う
！

出場選手　　　　　　　（敬称略）　　　
位　置 氏　　名
代　表 佐久間裕明
監　督 古山　和也

コーチ兼内野手 菊地　智幸
コーチ兼内野手 高橋　裕毅
コーチ兼内野手 安藤　雅規

主　将 川名　　敦
投　手 斎藤　　奨
投　手 太田　 達則
投　手 千葉　春樹
投　手 服部　琢弥
捕　手 佐藤　勇輝
捕　手 滝澤　瑞希

位　置 氏　　名
捕　手 佐藤　幸教
内野手 佐藤　健郎
内野手 村上　佑貴
内野手 内村　　忠
内野手 徳江　勇二
内野手 斎藤　　正
外野手 戸田　良樹
外野手 後藤　　渉
外野手 松浦　昭太
外野手 星　明日斗
外野手 近野　祐哉
外野手 佐藤　哲也
外野手 八島　隆記

若
者
が
地
域
を
活
性
化
す
る

　
ヤ
ン
グ
カ
レ
ッ
ジ
～
廃
校
か
ら
の
脱
出
ゲ
ー
ム
～

　
「
ヤ
ン
グ
カ
レ
ッ
ジ
～
廃
校
か
ら

の
脱
出
ゲ
ー
ム
～
」
が
8
月
15
日
、

旧
小
坂
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
ヤ
ン
グ
カ
レ
ッ
ジ
」
と
は
、
若

い
世
代
を
対
象
と
し
た
新
た
な
交
流

の
場
で
す
。
町
で
は
、
今
後
ま
ち
づ

く
り
の
担
い
手
と
な
る
高
校
生
や
大

学
生
、
社
会
人
な
ど
の
若
い
世
代
が

楽
し
く
集
え
て
、一
緒
に
学
び
、チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
る
場
所
作
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

今
回
は
廃
校
を
活
用
し
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
と
脱
出
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
63

人
の
若
者
が
集
い
ま
し
た
。
校
舎
内

に
隠
さ
れ
た
町
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を

探
し
、
問
題
を
解
き
な
が
ら
ゴ
ー
ル

を
目
指
し
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
の
後
に

は
「
若
者
１
０
０
人
何
を
す
れ
ば
集

ま
る
？
」
を
テ
ー
マ
に
、
み
ん
な
が

や
り
た
い
こ
と
、
町
の
た
め
に
な
る

こ
と
に
つ
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
い
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
参
加
者
は
町
の

魅
力
を
再
発
見
し
、
普
段
接
す
る
機

会
の
少
な
い
違
う
学
年
や
他
校
の
人

と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
3
回
（
8
・
11
・
1
月
）

開
催
予
定
で
、
次
回
は
11
月
23
日
に

行
い
ま
す
。
乞
う
ご
期
待
！

ゴールを目指し難問に取り組む

自由な意見が出たワークショップ
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国
見
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
が
奨
励
金
を
交
付

　
県
北
中
バ
ス
ケ
部
・
テ
ニ
ス
部
が
東
北
大
会
出
場

　
高
校
生
も
全
国
大
会
で
活
躍

　

7
月
か
ら
8
月
に
か
け
て
、

中
学
校
体
育
大
会
や
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
な
ど
各
種
大
会

が
行
わ
れ
、
国
見
町
の
児
童
・

生
徒
の
み
な
さ
ん
が
活
躍
し
ま

し
た
。

　

特
に
、
県
北
中
学
校
男
子
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
初
め
て

東
北
大
会
へ
出
場
す
る
と
い
う

快
挙
を
達
成
し
ま
し
た
。
県
北

中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
も
女

子
団
体
で
東
北
大
会
へ
出
場
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
校
生
も
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
、
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
、
馬
術
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
な
ど
各
種
目
で
全
国
大
会
へ

出
場
し
ま
し
た
。
福
島
県
立
福

島
南
高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
に
所
属
す
る
鈴
木
耀ひ

か
り里
さ
ん

は
、
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
全
国
大

会
）
に
出
場
し
、
3
位
に
入
賞

し
ま
し
た
。

①【第 59 回福島県中学校体育大会出場】男子バスケットボール部代表・浅野陸（中 3）他、ソフトテニス女子団
　体代表・引地佑菜（中 3）他、女子個人・引地佑菜（中 3）、岩城綾音（中 2）、岩城初音（中 3）、菊地里奈（中 1）、
　卓球女子団体代表・岡田澪亜（中 3）他、女子個人・木村優花（中 3）、小池和妃（中 2）、柔道女子個人・佐々
　木舞依（中 3）、野村成美（中 3）【第 54 回福島県吹奏楽コンクール出場】吹奏楽部代表・佐藤美月（中 3）他
②【平成 28 年度全国高等学校総合体育大会出場】ウエイトリフティング・本多昂稀（高 2）、ソフトテニス・佐
　藤未来（高 2）【第 50 回全日本高等学校馬術競技大会出場】秦優姫（高 3）【東北総合体育大会出場】陸上女子 5,000m・
　髙橋香澄（高 2）、ウエイトリフティング・本多昂稀（高 2）
③【平成 28 年度東北中学校体育大会出場】男子バスケットボール部代表・浅野陸（中 3）他、ソフトテニス女子
　団体代表・引地佑菜（中 3）他
④【第 51 回全国道場少年剣道大会出場】佑武館【第 69 回福島県総合体育大会出場】剣道スポーツ少年団
⑤【平成 28 年度全国高等学校総合体育大会出場】バスケットボール・鈴木耀里（高 2）

　

国
見
町
青
少
年
育
成
町
民
会

議
（
太
田
久
雄
会
長
）
は
、
各

種
大
会
な
ど
で
頑
張
る
子
ど
も

た
ち
へ
奨
励
金
を
交
付
し
ま
し

た
。

①

② ③

④ ⑤

平成 28 年度「まち」の注目事業
国見町の取り組みを紹介します。

国見町では出会いの
『きっかけ』づくりを応援します

国見町若者交流事業

国見町結婚世話やき人を登録
取組

2
　町内に住む 10 人を結婚世話やき人として登録
しました。結婚世話やき人は、結婚を希望する人
の出会いをお手伝いするボランティアです。結婚
についてのアドバイスや相談、出会いイベントの
情報提供などを行います。

結婚世話やき人のみなさん（上段左から）佐藤清二さ
ん、佐藤京子さん、後藤邦彦さん、佐藤辰雄さん、松
浦和子さん、（下段左から）菊地冨紀子さん、菊地勝
芳さん、村上一さん、荒川正子さん、鈴木恵子さん（順
不同）※結婚世話やき人の連絡先は町ホームページを
確認ください。

モモ狩り・バーベキュー
出会い応援パーティを開催

取組

1

　町では町内の若者（スマイル国見若人の会）と協力し、結婚を希望するみなさんの出会いをサポー
トしていきます。参加者同士が楽しく交流できる場所づくりに取り組んでいます。

　出会いの場として、モモ狩り・バーベキュー出
会い応援パーティを開催しました。町内外から男
女 24 人が参加し、モモ狩り体験と果樹園の中で
のバーベキューを通して交流を深めました。
　国見町の豊かな自然を活かしたイベントに、参
加者には町の魅力を知ってもらう機会にもなりま
した。

出会いの秋！
ハロウィンパーティを
開催します

取組

３
　詳しくは保健福祉課社会福祉係またはハロウィ
ンパーティ事務局（☎ 022-266-1788）へ問い合わ
せください。

◆国見町若者交流事業に関する問い合わせ
　保健福祉課社会福祉係　☎ 585-2793
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米の安全安心確保へ
全量全袋検査を実施します

　福島県産米の信頼回復と、安全・安心の確保を
図るため、全ての米を対象とした全量全袋検査を
実施します。米農家のみなさまのご協力をお願い
します。
　検査は昨年同様、ふくしま未来農業協同組合国
見営農センター倉庫内にベルトコンベヤー式放射
性セシウム濃度検査機を設置し、9 月下旬より開
始します。対象となる米は、出荷販売する米だけ
でなく、飯米や屑米、加工用米、飼料用米等（種
籾用を除く）すべての玄米が対象になります。
　ただし、土などの異物が混入している米は、異
物を取り除いた上で検査を受けるようにしてくだ
さい。

全量全袋検査における米袋の流れ
　米の移動を少なく検査を円滑に行うため、籾

もみすり

摺
の後、ただちに検査することとなります。

全量全袋検査の流れ

町内の籾摺作業場所（約 70 箇所）

放射能検査場所（国見営農センター内）

出荷米（出荷先であるふくしま

            　    未来農業協同組合等へ）

保有米【飯米や縁故米等】

（籾摺業者が中心となり生産者へ）

生産者及び個体識別のバーコード
シールを貼付け、１袋ずつベルト
コンベヤー式検査機で測定

「49Bq/㎏以下」　　　　　「50Bq/㎏以上」

検査済証（QR コード）
米袋に貼付し、米の
出荷・販売・食用が
可能

県が保有するゲルマ

ニウム半導体検出器

で精密測定を実施

「100Bq/㎏以下」　　　　「101Bq/㎏以上」

県が発行した検査済
証を米袋に貼付し、
米の出荷・販売や食
用が可能

基準を超えた米袋の
み米の出荷・販売が
不可となり、隔離保
管後、焼却処分

半端米の検査について
　1 袋（30.5㎏）に満たない半端米については、ベルトコンベヤー式検査機では測定することができませ
んので、別途自家消費用農産物等検査機器にて、次のとおり実施します。

↓ ↓

↓ ↓

↓

↓
↓

① 玄米を約 1.1㎏ごとにビニール袋に入れ、観月台文化センター地下 1
　階検査受付所（受付は平日午前 8 時 30 分から午前 11 時 30 分及び午
　後 1 時から午後 4 時 30 分まで）へお持ちください。
② 測定の結果、基準値以下であれば、後日、検査した玄米と「検査済
　ラベル」をお渡しします。

・代表者　古川　キミ
・活動日　毎月 2 回
・主な活動場所　観月台文化センター
・会員数　 7 人
・連絡先　☎ 585-5091

−プロフィール−

VOL.60

茶道裏千家　松風会

毎
月
2
回
、
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
の
茶
室
で
茶
道
の
稽
古
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
の
イ

ベ
ン
ト
や
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト

な
ど
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
一
椀
の
お
茶
を

通
し
て
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と

も
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
日
忙
し
く
過
ご
さ
れ
て
い

る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

お
茶
を
点
て
、
さ
ら
に
お
茶
を

い
た
だ
く
こ
と
で
、
心
を
落
ち

着
か
せ
、
改
め
て
自
分
を
見
つ

め
直
す
良
い
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
茶

道
の
作
法
に
加
え
て
、
着
物
の

着
付
け
も
き
れ
い
に
で
き
る
よ

う
に
も
な
り
ま
し
た
（
も
ち
ろ

ん
、
稽
古
は
洋
服
で
も
大
丈
夫

で
す
）。

　

み
な
さ
ん
も
ど
う
ぞ
、
お
茶

を
点
て
て
み
ま
せ
ん
か
。
そ
し

て
、
日
本
の
伝
統
文
化
の
茶
の

湯
に
触
れ
て
み
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
見
学
も
で
き

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

　

茶
道
裏
千
家
松
風
会
は
平
成

22
年
9
月
か
ら
日
本
の
伝
統
文

化
で
あ
る
茶
道
の
勉
強
を
し
よ

う
と
「
茶
道
松
風
会
」
を
結
成

し
、
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　

よ
く
お
茶
を
し
て
い
る
と
言

い
ま
す
と
、
た
だ
お
茶
を
点
て

て
、
お
菓
子
と
い
た
だ
く
だ
け

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
茶
道

の
点
前
稽
古
を
通
し
て
、
相
手

を
思
い
や
る
心
を
養
い
ま
す
。

ま
た
、
歴
史
や
茶
花
、
香
、
禅

の
心
ま
で
も
幅
広
く
学
び
、
真

の
茶
道
を
目
指
し
て
、
会
員
み

ん
な
で
日
々
稽
古
に
励
ん
で
い

ま
す
。

　
「
茶
道
松
風
会
」
の
活
動
は
、

県北中学校
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寄附金と短歌を太田町長へ手渡す吉田さん

ピエロのま～みんと一緒にバルーンアート体験

色鮮やかな浴衣で盆踊りを楽しみました

受賞者と審査員のみなさん

夏を満喫
　国見まるごと再発見！開催

優勝した青年部のみなさん

国見町商工会青年部
　球技大会で 3 連覇の快挙
　商工会親善球技大会県北地区大会で優勝した国見町商工会
青年部が 7 月 22 日、太田久雄町長へ優勝報告しました。
　今年の球技大会は 7 月 13 日に伊達市の保原総合公園で開催
され、ソフトボール競技が行われました。一昨年のソフトボー
ル、昨年のバレーボールでの優勝に続き 3 年連続での優勝と
なりました。

世界遺産での
　短歌展示を町長へ報告

親子の交流を深める
　くにみキッズフェスティバル
　くにみキッズフェスティバルが 8 月 7 日、観月台文化セン
ターで行われました。
　キッズフェスティバルは今年初めて開催され、第 1 部では、
コマやマラカスなどおもちゃの工作やバルーンアート体験、
第 2 部ではファミリーコンサートが行われました。さまざま
な活動を通して、親子一緒に楽しめるイベントとなりました。

　「くにみ短歌会」で短歌の創作を行っている吉田弘
ひろ

さん（本
町）の短歌が文芸シルク展で展示され、8 月 8 日、太田久雄町
長へ報告しました。
　吉田さんの短歌は、世界遺産・富岡製糸場で開催された文
芸シルク展「絹ノ言ノ葉」で展示されました。また報告と合
わせ、福祉目的の寄附もされました。

　夏祭り「国見まるごと再発見！」が 8 月 6 日、観月台文化
センターで開催されました。
　特設ステージでは仮面ライダーゴーストショーや大抽選会、
国見バーガー早食い選手権などが行われ、会場を盛り上げま
した。また、夕刻からは盆踊り大会や打ち上げ花火も行われ、
参加者は楽しい夏のひとときを過ごしました。

愛される道の駅を目指して
　「道の駅国見」愛称決定表彰式
　「道の駅国見」愛称決定表彰式が 8 月 7 日、国見町役場で行
われました。
　表彰式では、愛称に決定した「あつかしの郷」を応募した
鈴木俊大さんをはじめとする受賞者へ、太田久雄町長から記
念品が手渡されました。鈴木さんは「町の復興、交流のシン
ボルになってほしいです」と道の駅への期待を述べました。

　県内の大学生が首都圏の大学生を案内し、福島の現状と復
興の取り組みを知ってもらうスタディツアーが行われ、参加
者は 8 月 30 日、国見町で農業について学びました。
　農家の渋谷憲道さんと阿部郁さんからモモの品種や生産方
法、風評被害払拭の取り組みなどの話を聞きました。モモの
試食も行われ、参加者は固く甘いモモに驚いていました。

首都圏の大学生が
　福島の『今』を学ぶスタディツアー

　平成 24 年に閉校となった旧大木戸小学校校舎の一部を文化
財センターとして改修する工事が終わり、8 月 27 日、28 日に
内覧会を行いました。貝田の町産材を使用した展示・ガイダ
ンス室や学校の記憶が残る研修室（旧校長室）を見学し、思
い出や施設のこれからを語りました。施設の愛称も募集して
いますのでぜひ応募ください（詳細は回覧を確認ください）。

旧大木戸小学校の
　改修工事が完了しました

町政について説明する太田町長

木のぬくもりを感じる施設に

10 万人目の入場者になった音色ちゃん（前列中央）

入場者 10 万人達成！
　くにみももたん広場
　くにみももたん広場の入場者が 10 万人を達成し、8 月 18 日、
記念セレモニーが行われました。
　セレモニーでは 10 万人目となった伊達市の水戸音

ね い ろ

色ちゃ
んへ太田久雄町長から認定証と記念品、花束が手渡されまし
た。また、99,999 人目の緑上陽

は る ね

音ちゃんと 100,001 人目の松
岡士

し ど う

道くんにも記念品が贈られました。

太田町長と
　まちづくりについて考える
　くにみの日プレ事業「町長と対話の日」が 8 月 20 日、観月
台文化センターで開催されました。
　第 1 部では太田久雄町長から町政報告、第 2 部では参加者
の質問に町長が直接回答する質疑応答、第 3 部ではティーパー
ティ形式の懇談会が行われました。町長とまちづくりへの想
いを意見交換しようと、会場には多くの人が来場しました。

　各種スポーツ大会に出場するみなさんへの激励金交付式が 9
月 1 日、観月台文化センターで行われ、太田久雄町長と佐藤
辰雄町体育協会長から激励金が手渡されました。

【第 35 回伊達地方スポーツ大会出場】ソフトボール競技他 6
種目【第 25 回全日本実年ソフトボール大会・日本スポーツマ
スターズ 2016 出場】安達雅樹（福島北ソフトボールクラブ）

大会での健闘を誓う
　伊達地方スポーツ大会等出場者へ激励金

大会に出場されるみなさん

美味しいモモに笑顔があふれました
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●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　●　

＊＊＊乳児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

・3 か月児（平成 28 年    7 月生まれ）
・9 か月児（平成 28 年　1 月生まれ）

11 月 24 日木
午後 1 時 15 分から
　　午後 1 時 45 分

観月台文化センター
第 1 和室

【健診内容】　医師の指導、身体測定、調乳、離乳、予防接種などについて
　　　　　　9 か月児は、歯科衛生士による歯に関するお話も予定しています。

《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

＊＊＊ニコニコ相談会＊＊＊
対象者 実施日 実施時間 会場

国見町在住の妊婦
国見町在住の乳幼児及びその保護者

11 月 2 日水
午前 10 時から　　
　　午前 11 時 30 分

子育て支援センター
（藤田保育所内）

【実施内容】　身体計測、栄養相談、子育て相談等について保健師、栄養士がお待ちしております。
《持参するもの》　母子健康手帳、お子さんの飲み物（水筒にいれて）を忘れずに！
《申し込み方法》　前日まで保健福祉課または藤田保育所（☎ 585-2374）に電話でお申し込みください。

●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　●　

＊＊＊ 3 歳 6 か月児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

平成 25 年   3 月   1 日から
平成 25 年   6 月 30 日生まれの幼児

11 月 15 日火
午後 1 時 30 分から
　　午後 1 時 45 分

森江野町民センター

【健診内容】　内科と歯科の医師の診察、生活保健指導、視力・聴力検査などを行います。
　　　　　　心理判定員による相談・指導…子育てに関する不安や悩み等、お気軽にご相談ください。
　　　　　　健診該当者には後日健診票を郵送します。

《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

9 月は食生活改善普及運動と
健康増進普及月間です

　主食・主菜・副菜は、健康な食事の第一歩。多様な食品から、体に必要な栄養素をバランスよくと
る秘訣は、毎日の食事で主食・主菜・副菜を組み合わせて食べることです。若い世代を中心にバラン
スのとれた食事がとりにくくなっている状況がみられます。この機会に、自分の食生活を見直してみ
ましょう。

食事をおいしく、バランスよく

保健福祉課　保健係　☎ 585-2783
E-mail:hoken@town.kunimi.fukushima.jp　

　結核は過去の病気ではありません。福島県内では、平成 27 年に 188 人が新たに結核を発症してい
ます。そのうち、約 7 割が 65 歳以上の方です。結核は人から人にうつる感染症で、自分が結核だと
気づかず周りの人にうつしてしまうことがあります。早期発見・早期治療により治すことができます
ので、結核に関心を持ち、正しい知識を身につけましょう。

9 月 24 日から 30 日は結核予防週間です

10 月 1 日から B 型肝炎ワクチン定期接種が始まります
【対象者】平成 28 年 4 月 1 日以降に生まれた 0 歳児

　　　　  ※母子感染予防のために抗 HBs 人免疫グロブリンと併用して B 型肝炎ワクチンの接種を受
　　　　　  ける場合は、健康保険が適用されるため、定期接種の対象外となります。

【接種回数】生後 1 歳に至るまでの間（1 歳の誕生日の前日まで）に 3 回接種する。
【接種スケジュール】

　結核とは、結核菌によって主に肺に炎症を起こす病気です。
　結核を発病し重症化している人の咳やくしゃみのしぶきには、結核菌が含まれています。こ
のしぶきの水分が蒸発して、結核菌だけが空気中にただよって飛び、それを周りの人が直接吸
い込むことによってうつります。「結核かな？」と思ったら、医療機関を受診しましょう。また、
人にうつさないために、せきが出る時はマスクをつけましょう。
　結核は 6 カ月間毎日きちんと薬を飲めば治ります。しかし、治療の途中で服薬をやめてしま
えば治りません。それどころか菌に抵抗力をつけ、薬がまったく効かない多剤耐性菌になるこ
ともあります。

○長引く咳、タンが出る、長引く体のだるさ、長引く微熱、胸の痛み、体重減少がみられたら、
　すぐに病院を受診しましょう。
○ 65 歳以上の方は、年に 1 回胸部レントゲン検査を受けましょう。
○生後 1 歳までに BCG 接種を受けましょう（BCG は、早期に結核に対する免疫をつけて、乳児
　の重症化を防ぐ予防接種です）。

結核はどんな病気？

結核の予防は？

『知っていますか？「結核」が、現代の病気だってコト』（結核予防週間標語）

【その他】平成 28 年 10 月 1 日以前に、任意で B 型肝炎の予防接種を受けた対象者（平成 28 年 4 月
　　　　  1 日以降出生）については、既に接種した回数分の定期接種を受けた者とみなし、残りの
                   回数を接種します。

1 回目 2 回目 3 回目

1 歳未満まで

生後 2 カ月から
接種開始

▼ ▼

1 回目の接種から
27 日以上おく

▼

1 回目の接種から
139 日以上おく
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「
新
成
人
」
を
迎
え
る
あ
な
た
へ

平
成
29
年
成
人
式
代
表

者
大
募
集
！

　

一
生
に
一
度
の
成
人
式
を
思

い
出
深
い
も
の
に
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

代
表
者
に
は
成
人
式
の
運
営

に
関
す
る
意
見
を
い
た
だ
く
ほ

か
役
割
な
ど
を
お
願
い
し
ま

す
。
ぜ
ひ
応
募
く
だ
さ
い
。
代

表
者
会
議
は
10
月
中
旬
に
開
催

予
定
で
す
。

▼
申
込
締
切　

9
月
26
日
月

【
平
成
29
年
成
人
式
】

▼
式
典
日
時　

平
成
29
年
1
月

8
日
日
午
後
1
時
30
分
（
受
付

は
午
後
0
時
30
分
か
ら
）

▼
会
場　

国
見
町
観
月
台
文
化

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

　

詳
し
く
は
、
広
報
10
月
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

☎
５
８
５
‐
２
６
７
６

無
戸
籍
者
の
解
消
の
た

め
の
相
談
窓
口

　

戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
お
ら

ず
、
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
な
い
な
ど
で
お
困
り
の

方
は
、
法
務
局
や
町
の
戸
籍
担

当
窓
口
に
相
談
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
こ
の
よ
う
に
困
っ
て
い
る

方
を
ご
存
じ
の
方
も
相
談
く
だ

さ
い
。
ど
の
よ
う
な
手
続
き
を

と
る
こ
と
が
最
善
な
の
か
、
み

な
さ
ん
の
事
情
を
う
か
が
い
、

一
緒
に
考
え
ま
す
。
相
談
は
無

料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
詳

細
は
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
住
民
生
活
課
戸
籍
係

☎
５
８
５
‐
２
１
１
５

　

福
島
地
方
法
務
局

☎
５
３
４
‐
１
９
３
３

（
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5

時
。
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

お
知
ら
せ

多
重
債
務
・
貸
金
業
に

関
す
る
相
談
窓
口

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で

は
、
返
済
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の

借
金
を
抱
え
、
お
悩
み
の
方
か

ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

抱
え
て
い
る
借
金
の
状
況
を
お

聞
き
し
、必
要
に
応
じ
弁
護
士
・

司
法
書
士
な
ど
の
専
門
家
に
引

継
ぎ
を
行
い
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
す
の
で
お
気
軽
に
相
談
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
国
や
県
の
登
録
を
受

け
ず
に
貸
金
業
を
営
む
、
い
わ

ゆ
る
「
ヤ
ミ
金
融
」
に
は
十
分

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
利
用
さ
れ

て
い
る
貸
金
業
者
の
登
録
状
況

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
や
不
正

に
利
用
さ
れ
て
い
る
預
貯
金
口

座
に
関
す
る
相
談
も
受
付
け
て

い
ま
す
。

▼
受
付
時
間　

月
か
ら
金
（
祝

日
、
年
末
年
始
除
く
）
午
前
8

時
30
分
か
ら
正
午
、
午
後
1
時

か
ら
午
後
4
時
30
分
（
原
則
と

し
て
）

問
財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
理

財
課

☎
５
３
３
‐
０
０
６
４
（
多
重

債
務
相
談
窓
口
直
通
）

公
立
藤
田
総
合
病
院

第
49
回
元
気
セ
ミ
ナ
ー

　

公
立
藤
田
総
合
病
院
で
は
、

定
期
的
に
「
元
気
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

9
月
15
日
木
午
後
4

時▼
会
場　

総
合
受
付
前
ホ
ー

ル
・
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ

▼
演
題　
「
甘
く
な
い
糖
尿
病

の
お
話｣

～
脳
卒
中
、
心
筋
梗

塞
も
引
き
金
は
糖
尿
病
？
～

▼
講
師　

公
立
藤
田
総
合
病
院 

日
本
糖
尿
病
療
養
指
導
士
小
田

真
由
美
さ
ん
、安
田
智
子
さ
ん
、

櫻
井
弥
生
さ
ん

問
公
立
藤
田
総
合
病
院
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー

☎
５
８
５
‐
２
１
２
１

貝
田
宿
・
村
ま
つ
り

　

貝
田
地
区
で
は
今
年
も
貝
田

宿
村
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

10
月
9
日
日
午
前
11

時▼
会
場　

水
雲
神
社
境
内

問
村
ま
つ
り
実
行
委
員
会

☎
５
８
５
‐
２
９
４
４

◆運行日　毎週月曜日から金曜日　午前 8 時 30 分から午後 4 時 00 分
　　　　　※土日・祝日・お盆 8 月 14 日から 16 日・年末年始 12 月 29 日から 1 月 3 日は運休
◆料金　　◇まちなかエリア内　1 回 200 円
　　　　　◇同エリア（西部・東部・梁川）内　1 回 400 円
　　　　　◇伊達市梁川地区　1 回 600 円　　　　　　　　　　　　運行主体：国見町商工会

申込み＆予約は☎ 585-5006
※乗車希望 30 分前まで

福
島
財
務
事
務
所
「
出

前
講
座
」

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で

は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
や
各
種
団
体
の
会
合
な
ど
に

う
か
が
い
「
お
こ
づ
か
い
帳
を

つ
け
よ
う
（
小
学
生
向
け
）」

「
日
本
の
財
政
を
考
え
よ
う（
一

般
・
高
齢
者
向
け
）」「
な
り
す

ま
し
詐
欺
被
害
防
止
（
高
齢
者

向
け
）」な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー

マ
で
出
前
講
座
を
行
っ
て
い
ま

す
。
講
演
料
は
無
料
で
す
の

で
、
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
総

務
課

☎
５
３
５
‐
０
３
０
１

くらしの情報

　　
　　人口　　  9,556 人　（△ 13）
　　  男　　    4,592 人　（△ 9）
     　 女　         4,964 人　（△ 4）　
　    世帯　  　3,423 世帯（－）
   ※ 広報くにみでは住民基本台帳
　　人口を掲載しています。   

人口と世帯（平成 28 年 7 月 31 日現在）

　掲載を希望されない方は、届出の際
にお申し出ください。

●おくやみ申し上げます●

戸 籍 の 窓 口
7 月 21 日～ 8 月 20 日受付分

   【当町窓口で受付した方で、町内に

　住所を有する方を掲載しています】

●誕 生 お め で と う ●　

菊地　可
か な か

愛花ちゃん
渉さん　七恵さん （ 宮 町 北 ）

齋藤　尹郎さん 83 （ 駅 前 ）
八島　重嘉さん 52 （ 鶉 町 ）
大波　登美さん 91 （国見の里）
玉手　昭市さん 89 （ 中 部 ）
鈴木　チヨさん 85 （ 小 坂 ）
鴨田　カツさん 78 （ 内 谷 東 ）
國分　次雄さん 84 （ 宮 町 南 ）
佐野　亀治さん 75 （ 徳 江 北 ）

松浦　悠
は る ま

真ちゃん
嘉生さん　稚奈さん （ 宮 東 ）

安藤　楓
ふ う ま

摩ちゃん
恭平さん　静香さん （ 板 橋 南 ）

石井　雫
しずく

ちゃん
公文さん　淳美さん （ 板 橋 南 ）

　毎週木曜日は住民生活課戸籍係窓口業務を
午後 7 時まで延長しています

≪窓口延長の日≫　 9 月 15 日、29 日
　　　　　　　　     10 月 6 日、  13 日、20 日、27 日
≪交付できる証明書等≫住民票・戸籍証明書、印鑑登録証明
書の交付、印鑑登録、戸籍の届出

※取扱いできない手続き　転入・転出・転居等の住所異動の　
　届出、税証明書等の交付はできません。
※詳しくは、戸籍係までお問い合わせください。
問住民生活課戸籍係　☎ 585-2115

戸籍の窓口からのお知らせ

農業委員会からのお知らせ
　9 月の農業委員会定例総会は次のとおりです。傍聴においで
ください。
　◆日　時　9 月 20 日火　午後 1 時 30 分から
　◆場　所　国見町役場　2 階　大会議室
　◆問い合わせ　農業委員会事務局　☎ 585-2890

「心配ごと相談」
  　 開催日　  10 月 6 日木、19 日水（行政相談）

   　時　間 　 午前 9 時から正午

   　場　所 　 観月台文化センター第 2 和室

　　　　　　19 日は役場庁舎多目的ホール
    相談員  　民生児童委員ほか

 「障がい者相談」
        開催日　10 月 18 日火　

        時　間　午前 10 時から午後 4 時

        場　所　役場庁舎　小会議室

      相談員　NPO 法人「ひびきの会」

※秘密は厳守いたします。費用はかかりません。予約制ではありま

　せん。お気軽にご来場ください。
◆問い合わせ　保健福祉課社会福祉係　☎ 585-2793

10 月の
相談会
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行事のお知らせ

登頂記念！

ほんに国見はよいところ～♪

遊
園
地
よ
り
楽
し
い
！
自
然
体
験
キ
ャ
ン
プ

　
少
年
仲
間
づ
く
り
教
室

　

国
見
っ
子
わ
ん
ぱ
く
広
場
は

8
月
3
日
、
4
日
、
観
月
台
文

化
セ
ン
タ
ー
で
夏
祭
り
を
開
催

し
、
国
見
音
頭
、
模
擬
縁
日
、

段
ボ
ー
ル
窯
で
ピ
ザ
作
り
を
行

い
ま
し
た
。

　

国
見
音
頭
は
、
子
ど
も
た
ち

に
ぜ
ひ
覚
え
て
ほ
し
い
と
、
く

に
み
女
性
教
室
の
み
な
さ
ん
か

ら
、
熱
心
に
指
導
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
駄
菓
子
釣

り
、
射
的
な
ど
手
作
り
縁
日
を

体
験
。
ま
た
、
生
地
か
ら
ピ
ザ

を
作
り
、
段
ボ
ー
ル
窯
で
焼
い

　

少
年
仲
間
づ
く
り
教
室
は
7

月
27
日
か
ら
3
日
間
、
休
暇
村

裏
磐
梯
キ
ャ
ン
プ
場
（
北
塩
原

村
）
で
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
、
教

室
生
45
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

1
日
目
の
夜
に
行
っ
た
ナ
イ

ト
ハ
イ
ク
で
は
、
ホ
タ
ル
が
出

る
湿
原
に
行
き
、
暗
闇
の
中
で

の
ほ
の
か
な
明
か
り
に
子
ど
も

た
ち
は
感
動
し
き
り
で
し
た
。

中
に
は「
遊
園
地
よ
り
楽
し
い
」

と
言
っ
て
い
た
子
も
お
り
、
み

ん
な
自
然
に
親
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　

他
に
も
磐
梯
高
原
南
ヶ
丘
牧

場
で
の
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
や

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
作
り
、
裏
磐

梯
雄
国
沼
で
の
自
然
を
五
感
で

体
感
し
た
雄
国
沼
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
、
キ
ャ
ン
プ
場
で
の
野
外
炊

飯
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
を

行
い
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
子
ど
も
た
ち
は
自

然
の
中
で
生
活
を
共
に
し
、
み

ん
な
で
協
力
す
る
姿
勢
を
身
に

つ
け
、
夏
休
み
の
楽
し
い
思
い

出
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。

夏
休
み
わ
ん
ぱ
く
祭
り

　
国
見
っ
子
わ
ん
ぱ
く
広
場

9 月 10 日 土 少年仲間づくり教室
子ども太々神楽教室②
古典文学講座③「源氏物語」
みみずく　おはなし会

12 日 月 子ども移動図書館（3 年生）
14 日 水 子ども移動図書館（2 年生）
17 日 土 市町村対抗軟式野球大会

（国見町チーム）
子ども太々神楽教室③
子ども和楽器体験教室②

18 日 日 「グラシェラ・スサーナ」　
コンサート

23 日 金 成人学級（研修旅行）
24 日 土 国見っ子わんぱく広場

子ども太々神楽教室④
26 日 月 子ども移動図書館（1 年生）
28 日 水 くにみ女性教室（移動教室）
29 日 木 ブックスタート

10 月 1 日 土 少年仲間づくり教室
子ども太々神楽教室⑤
国見ジュニア応援団

2 日 日 オリンピックデイフェスタ
3 日 月 休館日
4 日 火 子ども移動図書館（3 年生）
5 日 水 くにみ女性教室
6 日 木 子ども移動図書館（2 年生）
8 日 土 国見っ子わんぱく広場

みみずく　おはなし会
国見ジュニア応援団
子ども太々神楽教室⑥
子ども和楽器体験教室③

て
試
食
。「
お
店
が
出
せ
る
ね
」

と
満
足
そ
う
で
し
た
。

　

短
期
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

が
8
月
8
日
か
ら
11
日
、
伊
達

市
の
福
島
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
ほ
ば
ら
で
行
わ
れ
、
小
学
1

年
生
か
ら
3
年
生
の
26
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

泳
力
ご
と
に
ク
ラ
ス
が
分
け

ら
れ
、
各
自
の
レ
ベ
ル
に
応
じ

た
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
は
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
か

ら
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
指
導

で
、
泳
ぎ
を
上
達
さ
せ
て
い
ま

水泳の基礎を体感する児童たち

で
き
た
よ
！
お
気
に
入
り
の
作
品

　
夏
休
み
親
子
工
作
教
室

　

夏
休
み
親
子
工
作
教
室
が
7

月
23
日
、
元
国
見
小
学
校
教
諭

の
徳
江
き
み
枝
さ
ん
を
講
師

に
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ス
ー
パ
ー
ク
レ
イ
と
い
う
紙

粘
土
を
好
き
な
色
に
着
色
し

て
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
牛
乳

パ
ッ
ク
に
は
り
つ
け
、
貯
金
箱

や
ペ
ン
立
て
を
作
り
ま
し
た
。

熱
心
に
製
作
活
動
に
取
り
組

み
、
世
界
で
一
つ
だ
け
の
お
気

親子の宝物づくり

短
期
集
中
で
泳
力
向
上
！

　
短
期
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

観月台文化センターホール情報
東日本大震災復興支援公演

グラシェラ・スサーナ
Ａｍｏｒ．．．あの瞬間

「アドロ」や「サバの女王」な
どのヒット曲をベーゼンドル
ファーと共にお送りします。
　日時　　  9 月 18 日日
　　　　　 午後 2 時開演
　入場料　3,500 円
　　　　　（当日 4,000 円）

国見町応援大使の市川由紀乃
によるステージ。「日本の心」
を歌い上げます。
　日時　　10 月 9 日日
　　　　　午後 2 時開演
　入場料　2,500 円
　　　　　（当日 3,000 円）

くにみ演歌
まつり

　日時　　11 月 30 日水
　　　　　午後 6 時 30 分開演
　チケット　10 月 1 日午前 9
　時から販売開始。2,500 円（当
　日 3,000 円）※入場料金は宝

宝くじ文化公演　デビュー 50 周年記念

森山良子
コンサートツアー 2016-2017　

～ Touch me…～
アコースティックバージョン

◆チケット取扱い・問い合わせ　国見町観月台文化センター　☎ 585-2676

　くじの助成により

　特別料金になって

　います。

に
入
り
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

し
た
。
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〒969-1792 福島県伊達郡国見町大字藤田字一丁田二1－7　国見町役場
TEL 024－585－2111　FAX 024－585－2181　E-mail somu@town.kunimi.fukushima.jp　URL www.town.kunimi.fukushima.jp/

放送日 放　送　内　容

9/16 「東京に進出！！」

放送日 放　送　内　容

9/23 「義経まつり当日の様子」

9/30 「仲間を大募集♪」

10/7 「国見の秋」

今月号ではももたんFMに密着取

材させてもらいました。いつも取

材先でお会いしていて、ずっと気

になる存在だったももたんFMス

タッフのみなさん。忙しい中、こ

ころよく取材に応じていただきあ

りがとうございました。 （Y.Y）

あ と が き

カレンダー
くにみ9月

日 月 火 水 木 金 土
9 10

・広報くにみ 
9月号発行日

・いきいきサロン
第8・第9 

（午後1時半～）

・心の健康セミナー
・少年仲間づくり

教室
・市町村対抗軟式

野球大会開会式

11 12 13 14 15 16 17
・国見町総合防災

訓練
・いきいきサロン

泉田下（午前10時～）
山崎（午後1時半～）

・いきいきサロン
第3（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・心配ごと相談
・いきいきサロン

第2（午後1時半～）

・いきいきサロン
大木戸（午後1時半～）

・国見町敬老会
・市町村対抗軟式

野球大会 
（国見町チーム）

18 19 20 21 22 23 24
・東日本大震災復興

支援公演　グラ
シェラ・スサーナ
～ Amor...あの
瞬間～

・敬老の日 ・障がい者相談
・いきいきサロン

徳北・第7 
（午後1時半～）

・粗大ごみ収集日
・いきいきサロン

第1（午後1時半～）

秋分の日
・第21回義経まつり
・献血

・いきいきサロン
光明寺（午後1時半～）

・成人学級

・くにみ市場
・国見っ子わんぱく

広場

25 26 27 28 29 30 10/1
・個人番号カード

交付臨時窓口
（午前8時半～午後4時半）

・小型家電リサイ
クル特別回収日

（午前8時半～午後5時）

・いきいきサロン
板橋（午前10時～）
高城（午後1時半～）

・いきいきサロン
石母田（午後1時半～）

・くにみ女性教室
・いきいきサロン

貝田（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・心配ごと相談
・乳幼児健診 

3・9 か月
・いきいきサロン

大枝（午前10時～）
泉田中（午後1時半～）

・税金等納期限
固定資産税
国民健康保険税
後期高齢者医療
保険料
介護保険料

・いきいきサロン
源宗山（午前10時～）

・少年仲間づくり
教室

・国見ジュニア
応援団（2日まで）

10/2 10/3 10/4 10/5 10/6 10/7 10/8
・オリンピックデイ

フェスタ
・観月台文化センター

休館日
・いきいきサロン

川内（午後1時半～）

・いきいきサロン
内谷・鳥取 

（午後1時半～）

・粗大ごみ収集日
・くにみ女性教室
・いきいきサロン

太田川（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・心配ごと相談
・いきいきサロン

塚野目（午後1時半～）

・広報くにみ
10月号発行日

・いきいきサロン
第4（午後1時半～）

・国見っ子わんぱく
広場

・国見ジュニア 
応援団


